マムルーク朝時代のアレッポにおけるイスラーム宗教施設--ワクフと関与者の検討 by 谷口, 淳一
Titleマムルーク朝時代のアレッポにおけるイスラーム宗教施設--ワクフと關與者の檢討
Author(s)谷口, 淳一




























































































境域にあたる O 東の境界はユーフラテス川で，パーリス (Balis)からはシリア
砂漠の辺縁に沿って南西へ向かう O アレッポナト|に属す最も南の属域(‘amal)と









No 施設名 設立時期 設立者 階層 典拠
1 NurI 6 (12)世紀中葉 Nur Dn. MaJnnud 支配者 KD 1: 445-447; Sih: 226 
2 Ar立白nI 755(1354/55)年 Ar立白nal-K盈nilI 総督 KD 1: 448-449; lMA: 334 
3 
B亘bal-Gami‘al- 819(1416)年以前 Ibn hrhAz 不明 KD 1: 448; IMA: 367 
KabIr 
4 BanI al-Duqaq 9 (15)世紀以前 Banu al-Duqaq 不明 KD 1:448 
して挙げられているのは，オロンテス川沿いのシャイザル (Sayzar)である O
西の境界はオロンテス川の西に連なるアンサーリーヤ山地からアンテイオキア，
ルッカーム山地を経てアナトリア高原へと続いている[争防 4:119-130J 0 
以上の領域に加えて，マムルーク朝時代に新たにアレッポ州に属すことにな
った市頁士或として， カルカルからジュッラーブ(Gullab)JlI， J '¥リーフ (BalIb)JlI 
を結んだ線とユーフラテス川で固まれる地域，キリキア地方，マラテイヤ















































表2 アレッポにおけるワクフ財の種類と地理的分布 15世紀¥ ¥ 一商工業 浴場 製粉 農地 農地ワ その他 不明 合計
市街 19 。 。 3 。 21 
市街。 5 2 。 。 。 。 。 7 
近郊(ー lOkm) 4 2 4 7 1 。 1 19 
近郊(-lOkm)~ 。 。 。 。 3 
-50km 。 1 1 28 12 。 。 42 
-lOOkm 。 。 。 3 3 。 1 7 
-150km 。 。 2 1 。 。 。 3 
不明(アレツポ州) 。 。 。 2 。 。 1 3 
ダマスクス州 。 。 。 2 。 。 1 3 
不明 。 。 1 8 5 。 。 14 
















クを凶むスーク(市場)の府舗であったと思われる。 803(1400) 午ーにティムー ル
朝軍がアレッボを探摘した際，諸スークが荒廃してウマイヤ・モスクの収入が減




図 1 アレッポにおけるワクフ財の分布 団世紀 ( Cornu1985:pl組 Iを基に作成)




ほほ半数は 50km圏のすぐ外に位置している O これらを含めると，ワクフ財の



























を対象に宗教施設の設立者の傾向を考察する O 分析対象とした設立者は， I谷









く分析不可能な人物を除く 97名である O アレッポ地域との関係に注目して検討

































人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数
上位権力者 。 。 。 。 3 3 3 3 
アレツポの支配者 4 17 2 5 13 17 19 39 
アレッボの支配届(文官以外) 4 6 13 21 7 7 24 34 
アレッボの文官 。 。 4 6 5 5 9 11 
その他 1 1 3 5 11 11 15 17 
アレッポ関係者小計 9 24 22 37 36 40 67 101 
支配層(アレッポでの職位不明) 4 6 13 16 5 7 22 29 
その他(アレツポとの関係不明) 。 。 1 1 4 4 5 5 
関係不明者小計 4 6 14 17 9 11 27 34 




































































(14) Tanam， al-Mu'ayyadI Sayf al-Dln. 851年9月4日 852年6月中旬(1447年11月
13日 1448年8月中旬)，アレッポ総督在任 [KD2: 205， 213J 0 868 (1493)年，
ダマスクスで没 [DL 3: 44J 。
(1司 al-bawa量aSihab al-DIn Ahmad al-MalatLこの人物は，アレツポに孤児の教室を設
立している[表 A-4: 17J。
(16) Sauvagetの訳に従い，マムルーク朝内でも流通したというフィレンツェの fiorino
金貨あるいはそれに準ずる貨幣のことと解する [Tresors:42J 0 
同原文には Ibnal-Sihna Muhibb al-DInとあるだけであるが，マムルーク朝時代に
ハナフィ一派のカーディーを輩出したシフナ家のAbual-Fadl Muhammad (890 
[1485J年没)と思われる[太田 1990:91-92J。
同 KD 1: 244. この人物は，善行者 (ra言ulbayr) と評され，このジャーミイに敷
物も寄付している [KD 1: 245J。
39 
121 







(2) パーナクーサーの新ジャーミイ [表 A-1 : 21J
パーナクーサーの新ジャーミィは， 788年 8月(1386年 8/9月)にアレッポ
































(4) ウノfイス・ジャーミィ[表 1:30J 
マカーム門北側の街区に存在し 現在ではビザ・ジャーミイ (Gami‘Biza) と
呼ばれる O スィプト・イブン・アルアジャミーの同時代に，古いマスジドに光
塔を新設するなどの改築を施し，金曜礼拝が行われるようになった。その改築
には善行の徒が協力した [KD1: 249J 0 
(5)ノfー フスィーター・ジャーミイ[表 A-1: 43J 
現在ではスィーター・ジャーミィー(白血‘ SIta) として知られるが， AHに
はパーフスィーター・マスジド (MasgidBaJ:!sIta) と記されており， 13世紀半ば
以前にマスジドとして設立されていたことがわかる [AH:67J。その後， 14世
紀末ないしは15世紀前半に叫，このマスジドに隣接した家に住んでいたアラ
凶 Sarnsa1-DIn Muhammad b. AbI Bakr Ibn al-Ma‘saranI al-GibrlnI.アレァボの墓
廟や学院に滞在し禁欲主義的生活を送ったウラマー。 852年3月20日(1448年5月
24日)に没し，彼が設立したジャーミィの隣に葬られた [KD 2: 211-212J 
凶 Asahnasal-TurkumanI 名前の前半の正確な読みは不明。 Sauvagetの読みに従う
[Tresors: 46J。この人物については，この事例以外の情報を確認できなかった。
下位の軍人であったかと思われる。
ロ3) 経緯の概要および直接引用部分は， KD 1: 248-249に拠る。ジャーミィの設立年





ム・アッディーン (al-qa1I'Alam al-DIn) とシャムス・アッディーン (al-saylJSams 
al-DIn al-katib)の兄弟が家を明け渡してマスジドを拡張したものの荒廃してしま
った。それを，ハーッジュ・アリー・サイパク凶という宝石商が再建したので
ある O スィブト・イブン・アルアジャミーの同時代には，街区の善行の徒 (ahl
al-maJ:!ala rnin ahl al-lJayr)がさらに拡張し，何人かの商人たちが彼らに協力した
[KD 1: 262-263J。



















Sauvagetの読みに従う [Tresors:55J 0 



























間 アイユーブ朝時代以前の設立者で商人であることがはっきりしているのは， Ibn 
Rawahaというダマスクスの有力商人だけである[表5:49J。それに対して，マム
ルーク朝下のアレッボに宗教施設を設立した商人は 5名を数える[表 5:91， 93， 
95-97J 0 
凶 a!-Madrasa a!与功iblyaとl:Janqaha!-Bal!at [KD 1: 293-294， 388J。さらに， Ar$ln 




















する。同書のジャーミィに関する章 [Daris2: 371-445J にはマムルーク朝時代
凶ただし事例(3)に関連して，スーダーン地区における不法行為について Ibn
al-Ma's紅白1が総督を非難した後，不法行為を停止せよという命令書がカイロのス








る [AH(D) : 237J。他に，ヌール・アツディーンが設立したとされているにもか



















エルサレムにおける設立者の傾向は この 2都市とはかなり異なっている O
アイユーブ朝とマムルーク朝の支配期に設立された80件の各種宗教施設のうち，
エルサレムの支配者(総督)による設立は 2件のみで，同じパレスチナ内では






[Daris 2: 431-432， 442J。アイユーブ朝では，ダマスクス政権君主アシュラフ・
ムーサーが荒廃したマスジドを改築して631(1233/34)年にじami‘Garrahを設立
し，その翌年に Gami'a¥-Tawbaを設立した [Daris2: 420， 426J。マムルーク朝の
ダマスクス総督が設立したジャーミイは，ジャマール・アッディーン・アブラムが
設立し706(1307)年に竣工した Gami'a¥-Afram [Daris 2: 435J，タンキズが設立し
718 (1318)年に完成した Gami‘Tankiz [Daris 2: 425-426J，ヤルブガー・サイフ














2005: 142J 0 
ではワクフ財についてはどうか。オスマン朝時代初期のワクフ調査記録を検
討した三浦によると，エルサレムのワクフ財も市内や近郊に存在するものが多







































ラサを設立した [Elisseeff1967， 3:914-935 (annexe I -VI) J。また，マムルーク
朝国家の礎を築いたパイパルス 1世は各地にジャーミィを設立したが，その多くは
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シ‘ャー ミィ(表A-l) 所在地 位置区分 種類 典拠
8 Mihmandar al-smwqT村(TallRaf‘at近郊) 50km内 農地(hi田a) KD 1: 258 (n. 2) 
‘Azaz① 50km内 浴場[一部分] KD 1: 258 
受益施設の正面 市街 家屋(bayt) KD 1: 258 
11 Safi Dぽki話<Darkoush>⑬ 100km内 果樹園 KD 1: 262 
15 Riimr Garni' bi-l-Dabbaga近隣[ijan 市街 隊商宿(han) KD 1: 260 
li-l-Daqqaqrn] [一部分]
Qinnasrrn門近辺 市街 浴場[一部分] KD 1: 260 
20 Nasirr1 内城周辺 市街 浴場 KD 1: 252-253 
22 Mawazlnr Ma‘arrat‘Ulya 100km内 農地つ KD 1: 240 
〈町1a‘arat‘O叫iya>③
15 ‘Alr [Masbanat al-gzηT] 市街ワ 石鹸工場 KD 1: 260 
(masbana) 
[2/3] 
48 Sultan 受益施設の周辺 市街 農地。 (aradr)KD 1: 262 
[複数]
学院(表A-2) 所在地 位置区分 種類 典拠
8 Niffarrya Tall Ba量ir<Tell Badjer>③ 50km内 農地。 KD 1: 287 
9 Asadrya 1 ダマスクス ダマスクス州 不詳 KD 1: 303 
sArd村 アレッポ州 農地(hi関心 KD 1: 303 
Banaq白sa⑬の外 近郊 市舗[複数] KD 1: 303-304 
10 ‘A号r四 lya アレッボ 市街? 市場[1/2] KD 1・279
12 Muqaddamrya Quwayq Ili台南郊[Raha 近郊 製粉場(raha) KD 1: 353 
剖Gawharr]
Kaf回n<Keftin>村⑪ 50km内 農地(hi田a) KD 1: 353 
13 Gawulrya T出血az(Teftenaz>⑫ 50km内 農地(hi田a) KD 1: 354 
14 Tumanrya al-Kallasa付近[Bustan 近郊 果樹園 KD 1: 355 
al-g，附'T]
15 平addadrya Siiq aI-，Iarlr 市街? !占舗[複数] KD 1: 351 
20 GurdIkrya Kafar N iiran <Kefer N our血1>⑫ 50km内 農地(hissa) KD 1: 352 
21 むubayl Quwayq 11沿Iお郊[Tahiin 近郊 製粉場 KD 1: 332-333 
al-dwyrJ (t孟hiin)[1/6] 
Quwayq 11沿南郊?[Ralfa 近郊。 製粉場(raha)KD 1: 333 
al-Muhdata] [一部分]
Siiq al一Hawa[']ll) 市街 庖舗[複数] KD 1: 333 
Suwayqat f，!atim 市街 庖舗[複数] KD 1: 333 
26 制lfibIya Kafar sl叩'An('AzazJ:或内) 50km内 農地つ KD 1: 294 
al-Habbalrnの南(2) 市街ワ 市場 KD 1: 294 
51 
109 
27 Baha' al-DIn krnzAyl村('Azaz域内) 50km内 農地つ KD 1・378
Ibn Sadd亘d
28 Zahirlya 受益施設に隣接 近郊 果樹園 KD 1: 318 
[Suq ah?:ahir] 市街 市場[112] KD 1: 318-319 
‘Ayn ArzT(Albab域内) 50kmいj 農地(clay冶) KD 1: 319 
[大部分]
29 早usamlya bqnlu冗Aキナ 不詳 農地(hissa) Sih: 113-114 
Bayt Ra's H アレッポ州 農地(hissa) MB 1: 776; Sih 
113-114 
30 Sayfiya 2 slAnzyn村(SarmIn域内) 100km内 農地(hissa) KD 1・317
al-nzAlkyTキナ('Azazt或内) 50km内 農地(hissa) KD 1: 317 
tybsAr村 不詳 農地(hissa) KD 1: 317 
32 Sarafiya al-qrsyT(Balisへの道沿い) 100km内 農地ワ KD 1: 314 
HirbIl <Tas凶 Hirbil>村⑤ 50km内 農地(hissa) KD 1: 314(n. 3) 
砂d村 不詳 農地(hissa) KD 1:311 
33 Zahirlya 'Ayn dqnA(‘Azaz域内) 50km内 農地? KD 1: 300 
Sultanlya 
qnzη(3) 50km内 農地ワ KD 1: 300(n. 3) 
al-qyりT 不詳 農地ワ KD 1・300
Asb‘A 不詳 農地(hissa) KD 1・301
nbl(Tall Raf'at i丘郊) 50km内 農地(hissa) KD 1: 301(n. 1) 
hrbtA 不詳 農地(hissa) KD 1・301
36 Raw功Iya Tall A'ranくTell‘Aran>村⑫ 50km内 農地(hissa) KD 1: 306(n. 2) 
nfyhyn村 不詳 農地(hissa) KD 1: 306-307 
nzsqA伊，H(4) 50km内 農地(hissa) KD 1: 307(n. 1) 
41 Firdaws Kafar Zayta <Ke仕Zeita>⑬(5) 1001叩外 農地(d旬、) KD 1: 323 
Kafar Zayta <Ke仕 Zeita>③ 100km外 製粉場 KD 1: 323 
(tahun) [2/3] 
43 GamalIya Banaqusa [J.Iammam al-'AtIq] 近郊 浴場[3/4] KD 1・367;Sih・
⑬(6) 117 
al-Nayrab⑪ 近郊 農地[4f.] Sih: 117 
腕 biq<Dabiq>② 50km内 農地[4f.] Sih: 117 
45 BulduqIya 2 Kafar Zayta <Kefr Zeita>⑬(7) 100km外 製粉場 KD 1・331
(tahun) [1/3] 
48 Futayslya Dayr al-GamalくDeir 50km内 農地(hissa) KD 1: 357 
el-Djemal)③(8) 
57 号alai1Iya al-Ginan門外 近郊 隊商宿 (han)KD 1: 337 
[2] 
al-Ginan 門外 近郊 庖舗[複数] KD 1・337
52 
108 
57 号alahIya(続き) kj効(‘Azazf或内) 50km内 農地(hi田a) KD 1: 337(n. 2) 
snAgr 不詳 農地(hi田a) KD 1: 337 
snAgr 不詳 製粉場(団lin)KD 1: 337 
al-bηS村一(Albabt或内) 50km内 農地(hi回a) KD 1: 337 
‘Anadan(‘Anadan)村⑧ 50km内 農地(hi関心 KD 1: 337 
61 ASiqtimurIya 受益施設の近隣 市街 浴場 KD 1: 369; Sih: 
228 
受益施設の近隣 市街 パン焼き篭 Sih: 228 
(fum) 
受益施設の近隣 市街 隊、同宿(初日) Sih: 228 
受益施設の近隣 市街 圧搾場 Sih: 228 
(mi'sara) 
受益施設の近隣 市街 庖舗[複数] Sih: 228 
65 KaltawIya Banaqilsa⑬ 近郊 圧搾場 KD 1: 369 
(mi'~ara) 
受益施設の近隣 市街 邸宅(dar) Sih: 228 
受益施設の近隣 市街 厩[複数] Sih: 228 
(istablat) 
受益施設の近隣 市街 !占舗[複数] Sih: 228 
71 Nasir al-DIn 2 アレッポ アレツポ州 不詳 KD 1: 441 
修道場(表A-3) 所在地 位置l丘分 種類 典拠
4 QadIm bdytA村(ArIha近郊)(9) 100km内 農地つ KD 1: 391(n.2) 
受主主施設の門前 市街 府舗[複数] KD 1: 391 
5 lbn GisrayniくDjisrin>村 ダマスクス近 農地(hissa) KD 1: 401(n. 1) 
al-Muqaddam 郊(東 7km)
剖 Mu~ammadIya ダマスクス近 農地(hi回a) KD 1: 401(n. 1) 
くMohammadiye)村 郊(東10km)
Kaftan <Keftin)村⑫ 50km内 農地(hi田a) KD 1: 401(n. 2) 
9 Ummal-Malik [Bustan al-Buq冶](アレッポ 近郊 果樹園 KD 1: 392 
al-S孟lih1 郊外)
Kafar krmyn村('Azaz域内) 50km内 農地(hissa) KD 1: 392 
11 Muza宜町 al-DlnAt吉田くTa‘組長〉⑥(1叫 50km内 農地? KD 1: 395 (n. 1) 
KilkbilrI 
lsyn 不許 農地つ KD 1: 395 
13 Fatima Hat白n Kafar Tぬ1(Kefer-tal)⑬ 50km内 農地つ KD 1: 402 
16 SamsIya Kafar d'Al村一 不許 農地[1十 KD 1: 398 
1/4f.] 
Silq al-HabbalIn(l1) 市街 庖舗[複数] KD 1: 398 




34 Sayg IJic1r Antaklya⑬ 100km内 不詳 KD 1・407
40 Ta伊 Binnis 受益施設の門前 市街 庖舗[複数] KD 1・416
41 Duqmaq al-mAI.かηj(‘Azaz域内) 50km内 農地つ KD 1・411
42 BahadirI al-Nayrab門近隣 市街 庖舗[複数] KD 1・424
al-Nayrab門泣隣 市街 隊商宿 KD 1・424
(qasarlya) 
45 I.a差益 B叫at Siiq al-Mi均 市街つ 市場[1/4] KD 1・415
Ma‘ardibsa村。1a百dis)⑧ 100km内 農地[1/4] KD 1・415
BasUfan<Ba吐lOU加1>⑦ 50km内 農地[1/2] KD 1・415
al-Nayrab⑪ 近郊 農地(hissa) KD 1・415
48 Gall口m2 A'nad面1く‘Anadan)⑧ 50km内 農地(hissa) KD 1・425
52 Ma立ariba hndAγ11キナ 不詳 農地つ KD 1・412
53 Muzaffar Kafar d'AI十ナ 不詳 農地つ KD 1・422
55 Qalandarlya 'A戸1ArzT村 不詳 農地ワ KD 1・412
孤児の教室(表A-4) 所在地 位置区分 種類 典拠
12 Darb al ‘Udiil kkrw 近郊 果樹園 KD 1: 440 
13 lbn al-Tayy訂 αl-mkblsT(内城の下) 市街 隊商宿 KD 1・441
(q亘sarlya)
14 ‘lmad al-DIn b. Hawar<Hawar)⑬ 50km内 農地? KD 1: 440 
al-Tur言uman
Banaqiisa⑬ 近郊 不詳 KD 1・440
墓廟(表A-5) 所在地 位置区分 種類 典拠
I 早a踊 blya BilIram百nくBeleramoun)⑬ 近郊 農地(mazra‘a)KD 1: 427 
2 W剖I Darat‘IzzI村くD町it‘lzze)③ 50km内 農地つ KD 1: 437 
7 SiidI Siiq al一Harlral-Qadlm (Siiq 市街 !占舗つ KD 1: 434 
al-Nahhas) (13) 
14 Yasbaklya 受益施設の近隣 市街 市場 KD 1: 427; Sih 
229 
[総督が居住する苑] 近郊ワ 庭園 KD 1: 427 
(gunayna) 
19 Bunay Ayb紘 Bala村('An量ara⑬域内) 50km内 農地(hissa) KD 1: 439 (n. 1) 
21 HatIb b. al-Ahass山地 50km内 農地? KD 1: 434 
al-'A長amI
23 ‘lhnlya Basan位置付くBeshantra)⑫ 50km内 農地(hissa) KD 1: 429 
Suwayqat I.atirn 市街 隊商宿 KD 1: 429 
(qasarlya) 
27 号afawlya Quwayq )1沿い 近郊 製粉所(raha) KD 1: 428 
54 
106 
病院(表1) 所在地 位置区分 種類 典拠
1 NurI Ma‘紅ataキJ<Ma‘arata>(14) 50km内 農地。 KD 1: 447(n.1) 
WadI al-'Asl(Sim‘an山地内) 50km内 農地(n臨 ra'a)KD 1: 447; Sih: 
[1/2] 226 
al-:znzyrA(al-Mat!J域内) 50km内 農地(rnazra当)KD 1: 447; Sih 
[5f.] 226 
GarbIya (Ginan門タト) 近郊 製粉p)i(凶lin)IN 2・68;KD 1・
[1/8] 447; Sih: 226 
Kafar Naya <Kefr Naya>④ 50km内 農地(n臨 ra‘a)Sih: 226 
[5f.] 
Mazra‘at al-H亘lidI(al-Ma由域 50kml人J 農地(rnazra当)Sih: 226 
内) [113] 
Mazrぬtal-HalidI (al-Math域 50km内 製粉所(tab加)Sih: 226 
内)
Abu nzdAyA(‘Azaz域内) 50km内 農地(n臨 ra‘a)Sih: 226 
[8f.] 
al-Farzal <Ferzel>③ 50kml人J 農地(四訂正a Sih: 226 
[12f.] 
Baytη4.'1村(al-GarbIyat) j[郊? 農地[1/3] Sih: 226 
Suq al-Hawa'(l日 市街 府舗(dakakIn)Sih: 226 
[10] 
アレッポ交日夕十 近郊 農地。 IN 2・68;KD 1・
447; Sih: 226 













(1) 現在の SuqBab AntakIya。
(2) 現在の Suqal-Hibalの南かc












(13) Iウマイヤ・モスクのl判側に位置する」という注記あり。現在の SuqBan al-N均年asInか。
(1，j) 50km圏内に同一地名が複数存在。
同現在の SuqBab Anj:akfyao 7件はウマイヤ・モスクと共有。
表5 アレッポにおける宗教施設設立者 12-15世紀
ザンギ一朝時代以前
アレッボの支配者 施設 経歴(アレッポとの主な関わり) 典拠
1 Badr Dw 学 1 515(1121122)年アルトゥク朝アレ ZH 2: 207， 209， 212 
Sulayman ツホ。総督。 516-517(1122/23-1123) 
年単独支配。
2 Sams al 修 1 セルジュク朝アレッポ政権に仕え AH: 93; BT 4・1984-1985;




アレッボの支配者 施設 経歴(アレッポとの主な関わり) 典拠




4 Ma量dDn， Ibn 学2 有力軍人。引1-565(1116/17 AH: 94;大稔1988:256 
al-D亘ya {事2，3 1169/70)年，総督在任。 565年没。
アレッボの支配層(文官以外)
5 Sa‘d Dn 修10 第 2代君主Mkal-Salih Isma'fl幼少 AH: 94; KD 1: 396-397; 
Kumustakfn 時に権勢を振るった有力軍人。573WA 7・168;ZH 3・35
(1177178)年没。
6 UmmMk 学16 第2代君主サーリフの母。 AH: 93，122 
al-Salih 修9 578(1182)年以降没。
7 Hus面nDn 学14 サーリフ摩下のアミール。 ZH 3・25，45， 66， 91 
Tum加 579(1183)年ラッカへ移ったがアレ
al-Yaruqf ッポにも邸宅があった。
8 Gamal Dn， 学19， 内城総督。サーリフの後見人とし BT 4: 1822-1823; IN 4: 300; 





9 Asad Dn ジ3 有力軍人。 546(1169)年ファーテイ WA2・479-481
SIrkuh 学9 マ朝征服後まもなく没したc 主要
なイクターはヒムスにあった。
10 ‘Izz Dn. 学12 モースル政権下で Sin釘rの城塞総 AH: 116; ZH 2: 296-297; 
'AbdMk 修 5 督。 541(1l46)年ヌール・アッテ 大稔 1988:250 
a1-Muqaddam ィーンに帰}I慎c
11 Sunqurおh 修 8 ヌール・アッデイーンのマムルーク KD 1: 400 
a1-N白rf か。 554(1159/60)年以降没。
12 ‘Aff Dn 学13 ヌール・アッデイーンのマムルーク AH: 116-117; KD 1: 354; 




13||FMIbaIubl hral DmBImla-治::ab1 墓 1




アレツポの支配者 施設 経歴(アレツポとの主な関わり) 典拠
14 Mk. a1-Zahir 学17. アレッポ政権初代君主。579(1183)、省略
Giyat Dn 28町33 582-613(1186-1216)年、在位。
Gazf 
15 。ayfalla凶n 学11 ザーヒルの后。 631(1237)年ナー ス Humphreys 1977: 229， 452(n. 66); 
修19 イルが幼少で即位すると実権を掌 IN 2・212;ZH 3・225旺
握。 640(1242)年没。
アレッポの支配層(文官以外)
16 ‘Izz Dn. A話ud学23 12世紀後半に活躍したアミール。 WA 6: 117; ZH 3・61，67， 71， 
a1-YaruqI トゥルクメン系ヤールーキーヤ氏 129-130 
族。
17 Sayf Dn. 'Alf 学18町 ザーヒルとアズィーズの 2イtにわ AH(H): 38; dRD: 145-146; IN 2 
22，30 たって仕えた有力アミール。 622191，4: 325-330; ZH 3: 144 f.， 178， 
修12 (1225)年没。 185 
18 Husam Dn 学29 草山naを務めた軍人。ハナフィ一派 太同 1990:91， 10l(n. 23); 
Mahmud b 有力家系シフナ家の祖。 626Sih: 113-114 
Hutlu (1128129)年没。
19 Sihab Dn. 学31，34ザーヒルの解放奴隷。 628IN 2: 202-203; ZH 3: 170旺， 211， 
Tugril {lfH.15 (1230/31 )年までアタベクとして影 215 
響力を保持， 631 (1233)年没。
20 Husam Dn 学38.15アミール。ザーヒルの解放奴隷。 AH(H): 108; ZH 3: 195 
BlUduq 635(1237)年以降没。
21 GamalDw 学13 ダイファ・ハートゥーンの解放奴 BT 4: 1952-1953; ZH 3: 225， 243， 
Iqbal {I事21 隷。彼女に登用され権勢を誇っ 266-267 
た。 641(1243)年没。
22 ‘Ala' Dn. Tay {I事23 ザーヒルのマムルークと推定され KD 1: 400; AH(H): 94 
Buga る。 650(1252)年没。




24 Fatima Hat口n 修13 第 2代君主アズィーズの妻。スル AH(H)・95;KD 1: 402 
ターンニカーミルの立浪。 656(1258) 
年没。
25 3ams Dn. 学44 アミー)vo 第3代君主ナースイル幼 AH(H): 109; ZH 3: 225， 252， 264 
Lu'lu' 少時の後見人の一人か。 13世紀前
半に活動。
26 Husam Dn 学~7 アミール。クルド系カイマリーヤ AH(H): 109; Humphreys 1977: 275， 
al-Hasan 氏族。 646(1248/49)年以降没。 341 
al-QaymarI 
27 Aydimur 基2 13世紀前半にアレッボ政権に仕え KD 1: 437 
al-ZahirI た軍人。 walIHalぬという肩書きを
持つ。
28 ‘Isa al-KurdI ジ7 百ihnatal-surtaを務めた軍人。 AH(H): 38， KD 1: 235 
al-HakkarI 
支配層(アレッポにおける職位不明)
29 Husam Dn 学15 サフーフ・アッディーンの甥， ア BT 1・62;KT 12: 77; 
Muhammad ミール。ナープルスをイクターと Humphreys 1977: 421， 426 
して得る。 587(1191/92)年没。
30 ‘Izz Dn 学20 サフーフ・アツディーン麿下のア IN 2: 79， 81-82， 110; KD 1: 
GurdIk ミー ル。 588(1192)年エルサレム総 351-352; KT 11: 557， 12: 87， 134; 
管に就任。 594(1l98)年没。 Humphreys 1977: 78-79， 101 
31 Muzaffar Dn. 修I サフーフ・アツデイーンに仕えた軍 WA 4:113-120 
KiikburI 人。アルビルを得るが後に奪われ
るc 630(1233)年没。
32 Badr Dn '{39. アサド・アッディーン・シールクー AH(H)・117;IN 4: 247 
Badr al-ijadim 40 フの解放奴隷。632(1235)年以降没。
33 lhn al-TinnabI 修20 アミール。 639(1241)年没。 AH(H)・94
34 Futays 学48 アイユーブ家の解放奴隷でアミー AH(H): 95， 118 
ルになった人物の息子。 649
(1251/52)年没。
35 Mu釘hid Dn. '{49 アミール。 650(1252/53)年以降没。 AH(H)・118;IN 4: 403-404 
Muhammad 墓6
36 Badr Dn '{25 サフーフ・アッディーンと女奴隷と AH(H)・106;RD: 711 
Badr の子である‘ImadDn. 3MIの解放奴
隷。
37 Bayram 修32 サフープ・アツデイーンの叔母Sit AH(H): 95; KD 1: 401 
Harimのマウラー。
38 Bint Sabiq 修25 シャイザル領主の娘。父はヌール・ AH(H): 61; ZH 3: 17-18; 135; 
Dn. 'Utman アッディーン治下のアレッボ総腎 大稔1988:67-68 
マジュド・アツディーン(4)の一主主。
39 Zumurrud {事27 サフーフ・アッディーンの姪。 AH(H): 95 
Hat口n
40 Bint WalI Qiis {事26 クー ス記念降の吉良。 AH(H): 95; KD 1: 403 
41 al-KarnilIya 修24 ダイファ・ハートゥーンの側近‘Ala'AH(H): 96; KD 1: 404 





42 Baha' Dn. Yiisuf 学26， 591 (1l94/95)年以降ワズィール WA 7・84-100
Ibn Saddad 27 やカーデイーを務め，マドラサ
{li517 でも教えた。 632(1234)年没。
43 Gamal Dn‘A1I 基4 598 (1201)年より断続的にワズ KD 1: 430; EI2， "Ibn al-KiftI 
Ibn al-QiftI イール等の高官を歴任した。 646
(1248)年没c
44 Mu'ayyid Dn 学50 646(1248)年にワズィールに就 Edde 1999・314
IbrahIm Ibn 任。 658(1260)年に没するまで在
al-QiftI 職。 (43)の弟。




16 Sams Dn 学21 アジャミ一家のウフマー。 631AH(H): 94; Edde1991: 67-68 
Ahmad Ibn 修16 (1233/34)年没。
al-'A量amI 墓3
47 'Iz Dn 学53 アレッホ。のナキーブ家系に生ま dRD・189;IN 4: 41O-411 
al-Murtada れる。ナキーブとヒスパを歴
任。 653(1255)年没。
48 Saraf Dn.‘Abd 学32 アジャミ一家のウラマー。ザー Edde 1991: 67-68;谷口 1996:
al-Rahman Ibn ヒリーヤ学院のナーズィルと教 80-81 
al‘A草amI 授をF委任， 658(1260)年没。
その他(アレッボとの闘係不明)
l一判制6 I…一人 lドdRD623(1125/26)年に同地で没。 149;WA 3:245 
マムルーク朝時代(1260年 15t世紀後半)
上位権力者(スルター ン) 施設 経m'Cアレッボとの主な関わり) 典拠
50 Mk. al-Nasir 学56 スルターン， 693-694，698-708， 省略
Muhammad 709-741 (1293-1294，1299-1309， 
1310-1311)年在位。
51 Mk. al-Zahir 修44 スルターン。 省略
ijusqadam 865-872C 1161-1167)年在位。
52 al-sultan 墓22 ワーキフとしてal-sultanとのみ記 KD 1: 437 
される。
アレッポの支配者(総督)
53 S白dIal-Gamdar 基 7 712-714(1312-1314)年、総督在 IN 2: 298-300; KD 1: 434 
任。7l4(1314)年アレッポで没。
54 A1tun Bu富2 ジ9 7l4-727 (1314/15-1326127)、 KD 1: 235; Manhal 3: 53-56 
al-SalihI 731-739 (l330/31-l339/40)年、総
al-N孟81rl 督在任。742(1341/42)年没。
55 Ar立inal-Na号lrI 基 8 727 -731 (l326/27 -l330/31)年、総 Durar 1: 351-352; IN 2: 311 
督在任。在任中に没。
56 Ar立inal-K訟nilI ジ14 750 (1349/50)年と 754(1353/54) IN 2: 348-349， 352-354; KD 1: 250 




57 ManklI Bu伊 ジ15 763 (1361/62)年と768(1366)年，総 Durar 4: 367; KD 1: 243; IMA: 344 
al-SamsI 督に就任。いずれも翌年には転
出。 771(1372年)年没。
58 Sayf Dn 学61 765 (1363/64)年から781(1379/80) KD 1・369;Manhal 2: 451-454; 
A語lqtnnur 孤2 年にかけて5凶にわたって総督とし IN 2: 366;‘Abd al-Hafiz 2000， 
墓12 て統治。アレッポで隠居し 7912: 303 
(1389)年に没。
59 Yalbu立2 ジ20 783-787 (1381/82-1385/86)、 IN 2: 370， 372， 373， 383; 
al-N亘srI 788-793(1386187-1390/91)年、 KD 1: 252 
総督在任。793(1390/91)年刑死。
60 Sudun ジ21 787-788 (1385/86-1386/87)年、総督 IN 2・372-373;IMA: 353 
al-MuzaffarI 在任。
al-ZahirI 
61 Ta立百BirdI ジ22 796-800 (1394-1397)年、総督在任。 KD 1: 237; Manhal 4: 31-32 
al-AtabakI 孤4 815(1412)年ダマスクスで没。
62 Aqbu立2 ジ24 801-804 (1398/99-1401/02)年、総督 DL 2: 316; KD 2・110;Sih: 61 -62 
al-UtruS 在任。再び総督に就任した翌月、806
(1404)年に没。
63 Duqmaq 修41 804-806(1401/02-1403)年，総督在 KD 1: 411， 2・109-110
任c 808(1406)年，ハマー総督在任
中に殺害。
64 Ya話bak 基 14 820-824 (1417-1421)年、総督在任。 IN 3: 15-16; Nu，がm14: 56， 235 
al-Y白sufi 824(1421)年没。
65 Ta立r1Birrnis 修40 839-842 (1435/36-1438/39)年頃、総 IN 3: 32; KD 1: 417-421; 
督在任。842(1439)年没。 Manhal4・58-65
アレッポの支配層(文官以外)
66 Salah Dn ザ同ー d戸ゥi sadd al-daw訊Il1n， h孟量ib， sadd al Wardr 2: 486; KD 1: 336 
Yusuf b mal wa-l-waqif等を歴任。 745(1344)
al-As‘ad 年没。
67 Musa b ‘Abd 墓9 ha量ibを務めた。 756(1355/56)年 KD 1: 438 
Allah al-Nおlrl i交c アレッポの墓に理葬された。
68 A立ilb訟 b. 墓10 年2量ibを務めた。 760年代(1358-1367KD 1: 435-436 
'Abd Allah 年)にilt。
al-GasankIr 
69 Tuqtirnur ，て当「に65 am1r ma'ia wa-muqaddam alfとして Durar 2・224;KD 1: 369; Manha16: 
al-KaltawI 赴任。晩年に切言ibを務め， 787 419-420; IN 5: 94 
(1385)年アレッボで没。
70 al-J.:Iusayn b ジ8 14世紀にアレッポでアミールを輩 IN 5: 22， 107; KD 1・258-259
Balabお1 出したミフマンダール家の一員。
al-Mihmandar 
71 al-J.:Ia差益Balat 修45 総督Inalal-Ya話bakI(863-865子 DL 2・330;IN 3・50;KD 1・415
[1458/59-1460/61 ?J年在任)の
dawadar。
72 Fahr Dn. ジ28 アミール，官僚。アレツポ出身。 DL 5: 125; IN 5: 290-292; KD 1: 
‘Utman Ibn dawadar al-SlUtan bi -Halab等を歴 251 
Ugulbak 任。 885(1480/81)年没。
支配層(アレッポにおける職位不明)




74 al-As'ardI {I事36 ハマー総督c 不遇時にアレッポの KD 1: 404; Suhba 3; 47 
‘Abd al-Rahman Ibn Sahlulから厚遇
された。 773(1371172)年以降没。
75 Aq昼aJ;!azindar 学70 パルスパイに仕えたマムルーク。 KD 1: 371; Sih; 230 
Iきbak 失策を犯し逃亡。主君の没(811
[1438]年)後アレッホoへ到る O
76 Muhammad ジ25 ハルカ兵士。 15世紀初頭別後に活 KD 1: 263 
al-ZakI 動。
77 Nasir Dn. b 学71 アミー ル。 15世紀前半にl古動。 KD 1: 441 
01 al-Qadir 孤9
アレッポの文官
78 Safi Dn ‘Abd ジ11 官僚o mu狗rifdIwan al島町民 al KD 1: 262 
al-Wahhab m副lsiraを務めた， 733 (1332/33)年
以降ilt。
79 K担nalDn 修39 官僚。凶ziral-gay話を務めた。 831KD 1: 424 
IbrahIm (1427128)年没。
80 Sihab Dn. ジ26 官僚。官僚を輩出したサッファー IN 5・184;Martel-Thoumian 1992・
Ahmad Sibt フ家に連なる。 naz江 d一言ays，katib 202-211 
BanI al-Sa立ah al-s町等を歴任。 835(1432)年没。
81 Nasir Dn. Ibn 学72 官僚。父の代にアレツポへ移住c KD 1: 338 
Taqa 父も総督遠の下で働いたの 855
(1451)年没。




83 Badr Dn. b. 修34 naqIb al-asrafの地位を父から継い IN 5: 35; KD 1: 406 
Zuhra だ。 762(1360/61)年没。
84 ZahIr Dn. b 学67 アジャミ一家のウラマー。 IN 5: 56-57 
al-'A長amI 774(1372)年没。
85 ‘Al亘'Dn.'AI 学64 ウフマー。晩年にウマイヤモスク KD 1: 372 
Ibn AbI のハティーブを務めた。 778
d ‘ASa'ir (1376177)年没。
86 Harnza 学63 サイイドc ウマイヤ・モスクのナー IN 5・228;KD 1: 217， 380 
al-Ga‘farI ズィルなどを歴任。 803(1400)年頃
以後没。
87 Sihab Dn. 修42 ウラマ一。父の代にアレッポへ移 KD 1: 422-424 
Ahmad 住。 811(1137)年没。
al-HilalI 
88 Muhammad ジ27 アレッポの墓刷やマドラサで禁欲 KD 1: 248， 2:211-212 
Ibn 的生活を送ったウラマー。 852
al-Ma‘saranI (1448)年没。
89 Muhammad 墓13 ウラマー ， 14-15世紀に活動。KDの KD 1: 436 
b.Muharnmad 著者の父IbrahIm(841 [1437/38]年
Ibn al-Harraz 没)の師。








92 al-hadirn {多49 アジャミ一家の解放奴隷。 KD 1: 398 




94 Muzaffar 修53 スーフィー。 al-Gubaylの墓地に埋 KD 1: 422 
葬された。
95 Ibn al-Gazarl ジ45 有力商人。 al-I:awa量aというフカブ KD 1: 259 
を持つ。
96 al-Riiml ジ35 商人。 KD 1: 260 
97 Husayn b. 修38 有力商人。 al-与awa量ーというラカプ KD 1: 408 
Mustafa を持つ。
凡例および注












ISLAMIC RELIGIOUS INSTITUTIONS IN ALEPPO DURING
THE MAMLUKID PERIOD
TANIGUCHI Jun'ichi
The following points have been elucidated through an analysis centered pri-
marily on the Islamic religious institutions in Aleppo during the later-Mamlukid
period of the 15th century.
The majority of the funds for the waqf endowment that supported religious in-
stitutions was taken from the profits of commercial establishments and public
baths within the city and farmlands within a 50-kilometer radius (a one or two-day
walk) of the city.
Those who played a central role in establishing and maintaining these institu-
tions were the governors and the residents of the city who had a direct interest in
the region. The governors established large-scale religious institutions in the city
as did wealthy merchants, and they bore the costs of their upkeep and repair.
Those who could not establish such facilities on an individual basis made contribu-
tions in the form of small donations of money or labor.
On the other hand, it was not only the case during the various dynasties that
had only nominal suzerainty, but also during the Mamlukid period when the gov-
ernor was sent from Cairo to Aleppo, that sultans seldom became involved in the
establishment and maintenance of religious institutions in this city.
This same tendency could also be seen in the central Syrian city of Damas-
cus. The holy city of Jerusalem on the other hand attracted many donors who had
no direct interest in the locality and thus it differed from Aleppo and Damascus.
The fact that the financial basis of religious institutions was chiefly grounded in the
locality was a point in common among these three cities.
In conclusion I point out the fact that although there was a concentration of
the establishment of religious institutions by powerful figures from outside Jeru-
salem, in the far more politically and administratively important cities of Aleppo
and Damascus the Mamlukid sultans seldom established any religious institutions.
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